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 １．北回りか、南回りか！？ 京都府 

北回り 

南回り 

京都府発着の旅客は北回りを利用するのか？ 

■北回り 京都～新大阪等の所要時分と運賃・料金 

所要時分 運賃・料金 

東海道新幹線 13分 1,420円 

東海道本線 23分 560円 

北陸新幹線(北回り) 14分※１ 1,420円 

 京都～新大阪間は、時間・料金面で北回り利用は見込めない。 

所要時分 運賃・料金 

8分※１ 1,360円 

7分※１ 1,180円 

 南回りの場合は、新たな流動が見込まれる。 
※１ 北陸新幹線の所要時分、運賃・料金は距離から推計   
※２ 現行ダイヤによる乗換時分も含めた平均的な所要時分 

■南回り 京都～新大阪等の所要時分と運賃・料金 

区間 現行経路 所要時分 運賃 

松井山手～新大阪 片町線＋環状線＋東海道線 50分※２ 670円 

松井山手～京  都 片町線＋近鉄線    50分※２ 590円 

北陸新幹線南ルート中間駅の周辺人口 

片町線沿線圏 
（松井山手から10分圏沿線） 

2km圏内 5km圏内 

松井山手駅付近 約310,000人 約56,000人 約330,000人 

2km圏内 5km圏内 

金沢駅 約85,000人 約353,000人 

福井駅 約79,000人 約204,000人 

小浜駅 約9,200人 約28,000人 

【参考】 

※地図で見る統計ｅ-Statから算出 

【北陸新幹線（南回り）】 
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駅  北回り 南回り 備  考 

直接効果 
(億円／年) 

京都駅 約200億円 約200億円 観光消費額の増加 

学研都市駅 － 約1,050億円 
観光消費額、製造品出荷額、小売業年間商品
販売額、企業立地等設備投資額の増加 

新大阪駅 約100億円 約100億円 観光消費額の増加 

合計 約300億円 約1,350億円 

便益 1,900億円 9,100億円 完成後50年間の便益、現在価値換算 

京都府 

※１ 具体的指標の一部で試算。50億単位で切り上げ。 
※２ 京都駅、新大阪駅は既存駅であり、北陸方面からの観光入り込み客数の増加による観光消費額の増加のみを見込む。 
※３ 学研都市駅の効果は、南部12市町村で試算。 

 北陸新幹線(長野・金沢間)、九州新幹線(熊本・鹿児島中央間）の開業による地域経済指標の伸び率から、京都駅、
学研都市駅、新大阪駅の地域経済効果を試算 

北回り、南回りの地域経済効果の試算 

製造品出荷額 観光入り込み客数・消費額 小売業年間商品販売額 企業立地等設備投資額 

1.07 1.22 1.02 1.32 

＜参考＞北陸新幹線(長野・金沢間)、九州新幹線(熊本・鹿児島中央間）の開業による地域経済指標の伸び率の平均等 

(北陸新幹線長野・金沢開業後の利用者数は3倍) 
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京都府 

 工場立地の約8割が、高速道路ＩＣから10km以内との調査結果(国土交通省資料)から、経済効果の及ぶ範囲を新
駅から車で10km、鉄道で20分（車で10kmを時間換算）の範囲として試算 

南回りの京都府内の地域経済効果の状況 (「松井山手駅付近経由」と「(参考)新田辺駅・京田辺駅付近経由」) 

松井山手付近 

約９５０億円／年 
宇治市、城陽市、八幡市、 
京田辺市、久御山町、精華町 

南北に運行する近鉄、東西へのアクセス性が向上する京田辺市中心部により近接する方が、経済波及効果の及
ぼす範囲が広まる。 

【京都府域の直接経済効果】 

     ＪＲ線 
     私鉄 
     幹線道路 

京田辺付近 

約１,０５０億円／年 
宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市、

木津川市、宇治田原町、 
久御山町、井手町、精華町 

※新名神高速道路八幡・城
陽間の開業の場合 

 ◎この様な地域経済効果など便益に見合った負担であるようお願い。 
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6 

精華西木津地区 

平城相楽地区 
木津地区 

南田辺狛田地区 

田辺地区 

久御山工業団地 
京都フェニックスパーク 

久世荒内・寺田塚本 
工業団地 

上奈良・上津屋工業団地 

岩屋工業団地 

白坂テクノパーク 

近
鉄
京
都
線 

見込まれる効果 

周辺工業団地等の立地増 

周辺宅地開発 

高速バス等自動車交通ネット
ワークの利便性向上 

学研都市へのアクセス向上 

■南回りルートの周辺の状況と見込まれる効果 

奈良県 

京都府 

大阪府 

城陽市東部丘陵地 京阪ローズタウン 

緑苑坂テクノパーク 
宇治田原工業団地 

京都府 
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松井山手駅付近経由 (参考)新田辺駅・京田辺駅付近経由 

既存の鉄道ネットワークとの接続 
・中間駅設置により、ＪＲ片町線（学研都
市線）と接続。 

・中間駅設置により、ＪＲ片町線（学研都
市線）、近鉄京都線と接続。 

接続駅の現在の乗降者数 松井山手駅 約14,000人／日 
ＪＲ京田辺駅  約12,000人／日 
近鉄新田辺駅  約26,000人／日 

駅勢圏人口(5km圏内) 約３３０,０００人 約１８３,０００人 

主要駅への 

アクセスの改善 

京都 ５０分→７分 ２３分→７分 

新大阪 ５０分→８分 ５１分→８分 

大阪 ４３分→２３分 ５３分→２３分 

学研精華・西木
津地区へのアク
セス性 

鉄道(最寄駅) ２０分 ６分 

車(中心地) ２０分※１ ２１分 

高速道路へのアクセス性 

５分 
【第2京阪】 ・京田辺松井山手IC  (約37千台/日※2)  
       ・高速バス停(高速京田辺:徒歩5分あり。) 
             <関東,名古屋､大阪､関空等方面バスあり｡>  
【新名神】 ・八幡JCT・IC(仮称) （45.2～49.2千台/日※3) 

 

７分 
【京奈和】 田辺西IC （約19千台/日※2) 

南回りのメリット (「松井山手駅付近経由」と「(参考)新田辺駅・京田辺駅付近経由」) 

※ 鉄道の所要時分は、現行のダイヤによる乗換時間も含めた平均的な所要時分 
※1：新名神高速道路八幡・城陽 開業の場合  ※2 本線部の交通量(H22交通センサス) ※3：本線部の計画交通量  

京都府 
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在来線の整備状況と運行本数 

■ＪＲ片町線 

■近鉄京都線 

２．鉄道アクセスの現状  京都府 

学研都市周辺の在来線鉄道網の整備状況 

松井山手～木津間は単線で列車本数が激減 

ダイヤは充実 

複線化・快速運行の場合：松井山手～祝園 約12分※1（現行2０分） 

放出

131本
77本

152本
230本245本

316本339本

松井山手 京田辺 木津尼崎

▼
同志社前

▼ ▼ ▼▼▼▼▼
長尾四條畷

複線区間 単線区間

377本
309本

京都方面 新田辺 奈良方面

▼ ▼ ▼

複線区間

単線区間 

※平成29年1月時刻表 

※平成29年1月時刻表 

 ◎効果を発揮するためには、単線区間の複線化等が必要 

-7- ※1 現行快速電車の表定速度から推計 



京都府 ３．北陸新幹線整備の効果をより高めるために 

◎自然環境への配慮 

◎住宅地における騒音等環境への配慮 

◎河川、鉄道、高速道路との関係での配慮 

◎京都府南部地域の活性化への配慮 

◎関西文化学術研究都市の将来の発展への配慮 

前記以外の配慮事項 

など、バランスの取れた南回りルートの整備計画となるよう調
査をお願いする。 
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京都府 

■施設の立地状況・研究者数の推移 

29 

63 

39 

■関西文化学術研究都市3市町の人口推移 

京都府南部地域の成長可能性 （関西文化学術研究都市付近経由ルートの地域経済効果） 

■精華・西木津地区の立地状況 

企業名 開所時期 施設概要 

サントリーＨＤ（株） 平成２７年６月 健康食品等の研究 

大幸薬品（株） 平成２７年９月 総合研究所 

三菱東京ＵＦＪ銀行 平成３０年４月予定 事務センター 

日本電産（株） 平成２９年秋 総合技術研究所 

（株）スプレッド (調整中) 植物工場 

日本郵政 (調整中) 事務センター 

  ※京都府資料 ※国勢調査資料 総務省 

（参考） 南回りルートの効果 
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京都府 (参考) 関西広域連合 要望書・意見書 
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